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Oracle Database Technology Night 
～ 集え！オラクルの力（チカラ）～

Tech Night #14
Oracle Cloudで

データベースを使ってみよう
～ 明日から使える

データベース・クラウド環境 ～

日本オラクル株式会社
クラウド・テクノロジー事業統括
Cloud Platform ソリューション本部
Database ソリューション部

髙橋 敏行
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以下の事項は、弊社の一般的な製品の方向性に関する概要を説明するもので
す。また、情報提供を唯一の目的とするものであり、いかなる契約にも組み込むこ
とはできません。以下の事項は、マテリアルやコード、機能を提供することをコミット
メント（確約）するものではないため、購買決定を行う際の判断材料になさらな
いで下さい。オラクル製品に関して記載されている機能の開発、リリースおよび時
期については、弊社の裁量により決定されます。

OracleとJavaは、Oracle Corporation 及びその子会社、関連会社の米国及びその他の国における登録商標です。
文中の社名、商品名等は各社の商標または登録商標である場合があります。
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今日は

基礎 編
とても基礎なセッションとなります
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※ 2017/10/13日時点の情報となります
最新情報はマニュアルや、ホームページ
をご参照下さい
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Quick Self Introduction

•なまえ : 髙橋敏行
(たかはしとしゆき)

•しごと : 
–Database 製品担当（技術検証、PoC）

–Database Fix Delivery（不具合修正パッチの提供）

–金融機関のお客様担当エンジニア（DBソリューション提案）

–Database 製品担当（案件支援、技術検証、情報発信）

Twitter : @YukkiTakahashi

Facebook : Toshiyuki Takahashi

← 今ここ

SNS Info
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ゆっきーの週刊DBちゃんねる
～30秒でちょっといい話～

• 役立つおすすめ技術コンテンツを
高速にご紹介してます

• 世の中にたくさん出ている
Oracle Database の
技術コンテンツをピックアップ、
ぎゅっと凝縮してお届けします！

• 週刊の動画連載です

• ゆっきー@YouTuber

ご参考

ここ→

オラクル ゆっきー youtube 検索
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～ みなさまの投稿をお待ちしております ～

#OracleTechNight

Twitter

ハッシュタグ オラクルテックナイト
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今日の内容

1

2

i

ii

iii
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ⅳ

Oracle Cloud 概観

Oracle Cloud Platform (PaaS/IaaS)

Oracle Database Cloud Service

サービス概要

ライセンシング

6つのご採用ポイント

ご活用例
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Oracle Cloud 概観
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Oracle Cloud のグローバル展開

2,900万人
エンド“クラウド”ユーザ

19 
グローバル
クラウド・
データセンター

34 言語
でカスタマが利用中

180か国
のカスタマーに提供

12,000社
エンタープライズ・
アカウント

330億
トランザクション/日
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SAP, Adobe
SFDC

Workday

SFDC, IBM
Google

Microsoft

Amazon
Microsoft
NTT Com

主な提供企業

全てのレイヤーでサービス展開

オラクルの Public Cloud 戦略

SaaS

PaaS

IaaS

Marketing
Sales

ERP, HCM

開発・実行環境
データベース

サーバー
ストレージ
ネットワーク

技術内容クラウドの階層

Oracle
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Oracle Cloud Platform の優位性

PaaSSaaS IaaS

オンプレミスとの互換性

トータルで低コストを追求

セキュリティ
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エンタープライズ向けのオンプレミスの仕組みをそのままクラウドへ

オンプレミスとクラウドで標準化されたアーキテクチャ

CloudOn-Premises

DEVELOP AND DEPLOY ANYWHERE 

同じ「アーキテクチャ」
同じ「オラクル製品」
同じ「知識・ノウハウ」

オンプレミスで培った標準技術をクラウドへ

クラウドで開発・運用したシステムをオンプレミスへ

オンプレミスとの互換性

Complete
Open

Integrated
Engineered

Complete
Open

Integrated
Engineered

12
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標準技術を採用し、クラウドサービス間のアプリ資産の可搬性を担保
Oracle Cloud Platform は標準準拠 : No Lock-In

Oracle Cloud Platform
上のアプリケーション

アプリケーションは他のク
ラウドでは動作しない

採用時はその点に留意
が必要

• Java
• Web Services

• SQL
• HTML5

• Linux
• Xen VM

デプロイメント選択肢

自社
データセンター

IaaS

PaaS 

（サーバレスアーキテクチャ等）

アプリケーションは他のク
ラウドでは動作しない

採用時はその点に留意
が必要

オンプレミスとの互換性
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他クラウドベンダーよりもトータルで低コストを追求
• データ蓄積保存コストは永年蓄積を想定した場合、この割合が大きくなるとTCOへのインパクトが大

• オンプレミスの方がトータルコストが低減できる場合も多々あるため、オンプレミスとクラウドの行き来がし易い基盤が望ましい

• クラウド内のストレージ使用もデータライフサイクルに応じた配置先の変更(Tape/Storage ←→ HDFS ←→ RDB) が
容易な基盤が望ましい

ある顧客での他社クラウドとのデータ保存コストの比較（試算結果）低価格へのコミット

0
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十
万

他社クラウド

Oracle クラウド

2 4 6 8 10 
1 

5 
10 

15 
20 

1年目 2年目 3年目 4年目 5年目

バイナリデータ 数値データ
単位:
ペタバイト

億円

トータルで低コストを追求
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圧倒的な価格優位性

Storage Cloud Archive Service 競合サービス比較

Amazon Glacier

$0.004 $0.001

12x EMC Data 
Domain 9500 with 

Extended 
Retention

$0.026

2x IBM TS4500 
Tape +

TSM Archive 
Option

$0.022

* Based on a 20 PB Archive

$/GB/Mo. $/GB/Mo. $/GB/Mo. $/GB/Mo.

Google Nearline

Archive 
Storage

競合サービスと比較し、1/4～1/20 の圧倒的価格で提供。1TB 120円/月で利用可能

トータルで低コストを追求
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高まるデータ蓄積ニーズに応える高機能テープライブラリを提供

[ご参考] オラクルのアーカイブストレージソリューション

安い

速い

高信頼

HDDを超える
データ転送速度

30年間磁気量が変化しない長寿命
SATA Diskの1万倍の信頼性

出典: ITPro Active
http://itpro.nikkeibp.co.jp/atclact/activesp/14b/091700019/

トータルで低コストを追求
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オラクル・コーポレーションの生い立ち

設立前 AMPEX社に勤務していたラリー・エリソンが、
CIAのプロジェクト(コード名：“Oracle” )に参画

1977年 “Software Development Labs” 設立

1978年 CIAが世界初の顧客となる
採用されたデータベースは商用以前のもの

1979年 世界で初めてリレーショナルデータベースを商用化
ライトパターソン空軍基地に採用される

1982年 企業名を “Oracle Corporation” に改名

1986年 NASDAQに上場

セキュリティ
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セキュアなシステムを実現するポイント
多層防御

✔データ層：
アクセス制御 / アクセス監査
暗号化

✔アプリ層：
アクセス制御 / アクセス監査 / 認証

✔マシン層：
特権ユーザ管理 / ウィルスチェック / USB制御

✔ネットワーク層：
FW / 暗号化 / IDS

✔ポリシー層：
セキュリティポリシー / ユーザ教育

✔物理層：
入退出管理 / 警備員 / 施錠

：セキュリティ対策に完全はありません。多層防御の考え方で、あらゆる層で対策をとる必要があります

!!

!!

!!

!!

セキュリティ
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Oracle Database Cloud のセキュリティについて

On-Premise

通信経路のセキュリティ

1. SSHによる暗号化

2. Oracle Net機能による強制暗号化
(Oracle Net通信が必ず暗号化)

3. VPN、閉域網回線の利用

データベース・セキュリティ

1. データの暗号化
(Oracle Cloud では暗号化が無償提供*)

2. バックアップの暗号化

3. データ・マスキング

クラウドネットワークセキュリティ

1. OSユーザーの公開鍵認証の強制
(秘密鍵はユーザーのみが管理)

2. ポート制御

3. IPアドレスのフィルタリング

4. ネットワークのゾーン設定

Oracle Database Cloud では、クラウド独自のネットワーク・セキュリティのほかに、Oracle Database の持つ
すべてのセキュリティ機能を使用することができます。
またクラウド上の使用を意識して「Always-On」ポリシーのもと、データ暗号化機能と通信暗号化機能を
デフォルトでONにしています。

* 新規作成した表領域が、暗号化表領域として作成されます

Oracle Cloud

セキュリティ

19
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1. アプリケーションの改修なく実装可能

2. CPU内でデータの暗号化/復号化
処理を実行

-パフォーマンス劣化を防止

データの暗号化 ：Transparent Data Encryption（TDE）

[ご参考] 性能劣化を極小化した暗号化メカニズム
Intel/SPARCプロセッサの暗号化アクセラレーションによるDB暗号化・復合化

1% 3%

バッチ処理のオーバーヘッド

AES-NI:データ暗号化処理をさらに高速化する暗号化命令セット

セキュリティ
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Oracle Cloud: 6つのデザイン・ゴール

互換性: オンプレミスとクラウドを行き来が簡単

コスト: もっと低い導入価格 – もっとも低いTCO

セキュリティ: サイバー攻撃に対する防御を常にオン

信頼性: 耐障害性 – 単一障害点の排除

性能: 最速のデータベース、ミドルウェア、アナリティクス…

標準: SQL, Hadoop, … Java, Node.js … Linux, Docker

21
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Oracle Cloud Platform
Oracle PaaS/IaaS 概要ご紹介

22
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Oracle Cloud Platform (PaaS/IaaS): ポートフォリオ
Ia

a
S

P
a
a
S

ストレージ：Block/Object/Archive ネットワーク

仮想
(x86, SPARC) ベアメタル コンテナ Engineered 

Systems Ravello

コンピュート

Oracle 
Database Exadata MySQL Big Data

データ管理

Cloud
at Customer

(顧客DC)

Java
App Container Mobile IoT API

アプリ開発

アナリティクス コンテンツ管理 インテ
グレーション

セキュリティ

IT
運用管理
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Oracle PaaS は

Oracle IaaS の上で動いています
PaaS の紹介の前に IaaS の簡単なご紹介を

24
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Oracle Cloud Platform (PaaS/IaaS): ポートフォリオ
Ia

a
S

P
a
a
S

ストレージ：Block/Object/Archive ネットワーク

仮想
(x86, SPARC) ベアメタル コンテナ Engineered 

Systems Ravello

コンピュート

Oracle 
Database Exadata MySQL Big Data

データ管理

Cloud
at Customer

(顧客DC)

Java
App Container Mobile IoT API

アプリ開発

アナリティクス コンテンツ管理 インテ
グレーション

セキュリティ

IT
運用管理
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大きく分けて

2種類 の IaaS があります

それぞれに PaaS（Database Cloud 等） が提供されています

26
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Oracle Cloud Infrastructure: サービスラインナップ

Compute

Storage

Network, etc

Ravello

Oracle Cloud Infrastructure Classic

Compute

Storage

Network, etc

Enhanced Region
(旧 Bare Metal Colud)

PaaS
(DB, Exadata)

Standard Region
(旧 Oracle Public Cloud)

PaaS
(全般)

Oracle Cloud Infrastructure

27
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Oracle Cloud Infrastructure: 2つのリージョンタイプ

Enhanced Region Standard Region

インフラ概要 2016年に開始した次世代インフラ基盤
(旧 Bare Metal Cloud Service; BMC)

Oracle Cloud リリース当初から
稼働しているインフラ基盤
(旧 Oracle Public Cloud; OPC)

地域 US West, US East (順次拡張) Japan を含む世界各地

データセンター 3つの Availability Domain 構成 -

IaaS Oracle Cloud Infrastructure Oracle Cloud Infrastructure Classic

IaaS - Compute ベアメタル/VM VM

PaaS Database, Exadata (順次拡張) PaaS全般 (各リージョン毎に異なる)

PaaS - DBCS NVMe を利用した高速ディスク HDD/SSD を利用した汎用ディスク

本日はこちらを中心にご紹介
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ここでお伝えしたいのは
2種類 の Oracle IaaS があることです

■Oracle Cloud Infrastructure
■Oracle Cloud Infrastructure Classic

それぞれに PaaS（Database Cloud 等） が提供されています

29
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ご参考 : Oracle Cloud: Data Center Regions

Canada

US East★/Gov/PCI
US Central/Gov/PCI
US South
US West★
US DOD
US HIPAA

UK North/South
UK Gov

Japan East/West

EU

Brazil

Singapore

China*

Germany

ANZ East/Central

Turkey*

Middle East*

Korea*

India*

*Italics – planned regions | Not all services are available in every region | NetSuite regions: US West, US East, EU, UK North, UK South, Canada

★: Enhanced Region

Japan East: 
PaaS/IaaS/SaaS
Japan West: SaaS

30
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Database Cloud Service について
サービス概要

前置きが長くなりました、ここからがデータベースのサービスのご紹介

31
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Oracle Cloud Platform: Data Management Services
様々なサービスレベルに対応するデータベースと関連サービス群

Se
rv

ic
e 

Le
ve

l

Exadata Service
(16~272OCPU, ~数百万IOPS)

Exadata 
Express Service

(~50GB)

一般IaaS/PaaSで対応可能な範囲

Department Enterprise Mission-Critical

Database
Cloud Service

Database
Backup Service

+

一般的なIaaS/PaaSでは
対応できないワークロード

Big Data
Cloud Service

GoldenGate 
Cloud Service

シンプルにデータ格納
DB運用不要

Oracle Database
が超高速基盤で稼働Database Service

(1~16OCPU)
(RAC: ~32OCPU)

Oracle Database
そのまま使えるVM環境

32
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データベースのPaaSは

主に 3種類 のサービスがあります
データベースの大きさや管理する範囲、サービスレベルに違いがあります

33
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データベース・クラウド 3種類

■ Database Cloud

■ Exadata Express Cloud

■ Exadata Cloud

34
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何が違うの？
と感じると思うので、簡単にまとめてみました

35
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Oracle Database Cloud Service - Classic
あらゆるサービスレベルに対応するラインナップ

Exadata Express Database Exadata

1 PDB 1 DB 1 Exadata

~50 GB ~12 TB ~342 TB

1 CPU 1~32 CPU 16~336 CPU

シンプルにデータ格納

DB運用不要

VM環境 Oracle Database
が超高速基盤で稼働

(※)

(※)RAC構成今日の中心
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Oracle Database Cloud Service
No.1データベースをそのままクラウド上で利用可能

Database
Cloud Service

データベースが使えるまで、わずか3画面(Oracle RACも)
リソースが足りなくなったら、すぐに拡張できる

すぐに使える
すぐに拡張できる

クラウドなので、もちろん従量制(1時間50円～)
オラクルであれば、SWライセンス(オプション含)も従量制

使った分だけ
お支払い

セキュリティ機能は常にオン
オンプレミスとのハイブリッド運用への対応(監視・移行)
最高のデータベース基盤である Exadata を選択可能

エンター
プライズ対応
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Exadata Express Cloud Service
Oracle Database(Pluggable Database) on Exadata を低価格で利用可能

Oracle Database 12c Release 2 (EE & Options)

Exadata Machine
最新DB
最強基盤

Oracle がHWもDBも管理
DBAがいなくても利用可能

フルマネジド
DB運用不要

1ヶ月175ドル(20GB)からスタート可能
低価格で
利用可能

38
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Oracle Exadata Cloud Service
最高のデータベース基盤をパブリッククラウドで利用可能

Exadata
Cloud Service

ミッションクリティカル基盤で圧倒的な実績を誇る
Exadata 占有環境を月額で利用可能

占有

Exadata HW基盤の管理は全てオラクルにお任せ
超高速な Oracle Database としてシンプルに利用可能

管理不要

全てのオプション機能が使い放題
初期費用不要、HW/SW/サポート全て込み

使い放題

1/4構成（最小）
16 CPU

480 GB RAM
19.2 TB Flash

42 TB HDD
90万 IOPS

39
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PaaS × IaaS
Oracle Cloud Infrastructure（OCI）と データベース・クラウド

40
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Oracle Database Cloud Service

Exadata Express Database Exadata

OCI Classic
OCI Classic OCI Classic

OCI OCI

ー at Customer at Customer

多様な Deployment Choice - パブリックでもお客様データセンターでも利用可能

※OCI : Oracle Cloud Infrastructure – Enhanced Region

※OCI Classic : Oracle Cloud Infrastructure Classic – Standard Region

本日の中心

パブリック
クラウド

お客様DC

41
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ライセンスの考え方について

オンプレミスと異なるポイント

ここからは Oracle Database Cloud Service について話します

42
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Oracle Database Cloud Service: エディション

43

Extreme PerformanceHigh PerformanceEnterprise Edition

Multitenant

Partitioning

Advanced Compression

Advanced Security, 
Label Security, 
Database Vault

Real Application Clusters

DB In-Memory

Active Data Guard

• 完全なデータベース・インスタンス

• 表領域暗号化

Standard Edition

• 全てのEE 標準機能
- Data Guard
- Hybrid Columnar 
Compression(HCC)
- パラレル処理
etc

Real Application 
Testing

Advanced Analytics, 
Spatial and Graph, 
OLAP

Management Packs
(Data Masking and 
Subsetting Pack, 
Diagnostics and Tuning 
Packs)

Management Packs
(Database Lifecycle 
Management Pack, Cloud 
Management Pack for 
Oracle Database)

Oracle Database Enterprise 
Edition の全ての標準機能

主要データベース・オプション機能
が利用可能

全てのデータベース・オプション機能
が利用可能

Oracle Database Cloud では、全ての
エディションで表領域暗号化機能を提供

2017/10/18 資料アップデート

・ 配付資料からアップデートがあり変更しています
・ EE で EM 関連機能が利用可能になりました
・ 最新情報はマニュアルをご参照ください
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Metered （従量制）Non-Metered （非従量制）

サブスクリプション・タイプ

• 一定期間のサブスクリプション
（定期・定額利用）で購入

• 基本的に12ヶ月単位で購入
• 単価は従量制より安価
• 契約を超過した分は、従量制課金で利用できる

（バースティング）

• プリペイド・クレジット方式の従量制課金
• 1年間有効なクレジットを購入
• 購入範囲で、必要な時に必要な量のリソースを

利用可能（1時間もしくは1ヶ月単位）
• 利用したリソースの単価・分量・時間に応じて

プリペイド・クレジットを消費

CPU数

時間

時間課金で利用
ピーク時に合わせて契約

CPU数

時間

必要な分だけ契約／超過した分は従量制で課金

または

長時間・長期間稼働させる環境向き 短時間・期間のみ稼働させる環境向き

柔軟な利用開始・停止
自由にサービス変更可能

例：SE <-> EE,  1 <-> 2 OCPU

Japan Region
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管理レベル という考え方について
クラウドならではの話です

要は、どこまでお客様が管理するのか、ということ
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管理レベル

ユーザーが容易に操作できる
自動化ツールを提供

オラクルによる
データベース運用を提供

仮想OS上の管理者アクセス

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
管
理

管理者アクセス(SYSDBA)

パッチ適用

領域管理

バックアップ・リカバリ

監視

データ・アクセス

オラクルが担当
ユーザーが担当
API・コマンドラインアクセス
セルフサービス自動化とGUI

Automated Managed (提供予定)
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Oracle PaaS と一般的なクラウドサービスの違い
潜在的な管理コストを含めたコスト優位性

施設コスト：
データセンタ、ISP、CDN、DNS etc…

H/Wコスト：
サーバ、ストレージ、ネットワーク、保守 etc…

一般IaaS 一般PaaS Oracle PaaS

コスト削減
＋アジリティの向上

潜在的な管理コスト：
バックアップ、パッチ、H/Wアップグレード、OSアップグレード、
ファームウエア・アップデート、S/Wアップデート、テスト・開発の
同期、クローニング、データマスキング、セキュリティ設定確認、
セキュリティ監査 etc…

一般PaaSとの違い

ソフトウエアコスト：
ライセンス、インストール、設定、セキュリティ設定、
DR設定、保守 etc…

一般IaaSとの違い

オンプレミス
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ご参考 : 他のクラウドサービスとの比較
Oracle Database Cloud Service: 完全な従量制、運用は PaaS と IaaS のいいとこ取り

費
用

の
柔

軟
性

一般的な IaaS
+ BYOL

一般的な PaaS

費用の制約
一部従量制が選択可能

運用の制約
VMへのアクセスなし
(＝運用の変更が必要)

費用の制約
BYOL(ライセンス持込)が必要

運用の制約
自由な反面、管理負担は変わらず

■費用のメリット
全エディションでSWライセンスも
従量制(サポート込)

■運用のメリット
自動化・効率化機能が実装済
VMへのrootアクセス可能

＋エンタープライズ対応
RAC / ベアメタル / Exadata
ハイブリッド・クラウド管理
デフォルト暗号化 etc...

運用の柔軟性

Database
Cloud Service
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ここで

新しい クラウド・ライセンス をご紹介

海外リージョン対象：新たなライセンス体系
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C

Bring Your 
Own License 

to PaaS
C

Universal
Credits

Oracle Tech Cloudの購入・利用を簡素化する

革新的な価格モデルの変更

ご紹介 : BYOL to PaaS および Universal Credits
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BYOL to PaaS
• オラクルのお客様は、ご購入済み

のオンプレミスのライセンスを
「Oracle PaaS」で活用できま
す。

• ライセンス・モビリティ:「オンプレミ
ス」、「Oracle Public Cloud」、
および「Cloud at Customer」
でライセンスを有効活用できます。

• Oracle Cloud上でOracleを利
用するためのTCOを大幅に削減
できます。

Universal Credits
• クラウドサービスを購入・利用す

るための、最も柔軟なモデルを提
供します。

• シンプルな契約を1つ結ぶだけ
で、今後発表される新サービスも
含めて、OracleのPaaSおよび
IaaSのあらゆるサービスを利用
できます。

• お客様は利用するPaaSやIaaS
サービスを自由に切り替えること
ができ、購入手続きが簡素化し
ます。

BYOL to PaaS および Universal Credits のご紹介
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海外リージョンの新しいクラウド・ライセンス

■BYOL to PaaS
: PaaSへのライセンス持ち込みが可能に

■Universal Credits
：PaaS と IaaS の契約を一本化

Appendix に詳細資料を挿入してあります
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Oracle Database Cloud Service
6つのご採用ポイント

潜在的な管理コストを含めたTCO削減
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Database Cloud Service 6つのご採用ポイント
潜在的な管理コストを含めたTCO削減

容易な可用性対策
Backup/HA/DR

ワンクリックで
パッチ適用

データ/通信
デフォルト暗号化

数クリックで
プロビジョニング

インフラ管理は
不要

No

IaaS の実現範囲

クラウド専用
モニタリングツール

容易なテスト・開発
スナップショット
クローニング

1.デプロイ

6.パッチ4.セキュリティ

2.運用監視 3.高可用性

5.クローン

さらに Oracle PaaS で実現できる範囲
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Database Cloud Service 6つのご採用ポイント

すぐ使える構成を簡単にデプロイ

Databaseの運用監視機能を標準搭載

高可用性構成を容易に構成

Databaseのセキュリティ機能を全て実装

クローンによるオンプレミスやクラウドとの容易な移行

影響を最小限に留める柔軟なパッチ適用の仕組み

1

2

3

4

5

6
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Database Cloud Service 6つのご採用ポイント

すぐ使える構成を簡単にデプロイ

Databaseの運用監視機能を標準搭載

高可用性構成を容易に構成

Databaseのセキュリティ機能を全て実装

クローンによるオンプレミスやクラウドとの容易な移行

影響を最小限に留める柔軟なパッチ適用の仕組み

1

2

3

4

5

6
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実際に

データベース を作成してみます

画面をご覧ください
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①サービス・コンソールから作成開始

データベース・サービス・インスタンスの作成

サービスの作成
サービス・インスタンス作成を開始①
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②サービス基本情報の入力

データベース・サービス・インスタンスの作成

管理レベルと料金体系を選択

サブスクリプション・タイプ
• Oracle Database Cloud Service
• Oracle Database Cloud Service – Virtual Image

ソフトウェア・リリース
• 11gR2 (11.2.0.4)
• 12cR1 (12.1.0.2)
• 12cR2 (12.2.0.1)

ソフトウェア・エディション
• Standard Edition
• Enterprise Edition
• Enterprise Edition – High Performance
• Enterprise Edition – Extreme Performance

請求頻度
• 月
• 時間
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③DBCSサービスの詳細な設定

データベース・サービス・インスタンスの作成

サービス構成
• 仮想マシンのシェイプ（OCPUとメモリ）

バックアップおよびリカバリ構成
• バックアップの取得先

データベース構成
• データファイルのサイズ
• 名称、パスワード
• 文字コード
• RACの使用有無、など

サービスの要件を入力

Standby Database Configuration
• Data Guradを使用したスタンバイ構成の有無
• 配置オプション（データセンター）
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Database Cloud Service で選択可能なコンピュート・シェイプ

ご参考 : コンピュート・シェイプ

種類 シェイプ OCPU vCPU メモリ

汎用

OC3 1 2 7.5 GB

OC4 2 4 15 GB

OC5 4 8 30 GB

OC6 8 16 60 GB

OC7 16 32 120 GB

ハイメモリ

OC1M 1 2 15 GB

OC2M 2 4 30 GB

OC3M 4 8 60 GB

OC4M 8 16 120 GB 

OC5M 16 32 240 GB

• OCPU(Oracle Compute Unit)
= ハイパー・スレッドを有効にした Intel Xeon

プロセッサに相当するCPUキャパシティを提供

• Oracle DBの「1 Processorライセンス」に
該当する環境 = 2 OCPU（2物理コアに相当）

• 各OCPU数に対して標準メモリ(7.5GB/コア)と
ハイメモリ(15GB/コア)の２種類のシェイプを提供
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DBCSインスタンスの完成

データベース・サービス・インスタンスの作成

• DBCSサービスの作成中は ス
テータス が “In Progress”

• 約1時間程度で完成
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ご参考 : Automated の初期ディスク構成

* 指定値 : DBCSインスタンス作成時に使用可能データベース記憶域(GB)で指定した値
** fraは、バックアップありの場合は指定値 x1.7、バックアップなしの場合は15GB

Volume Partition File System Mount Point Label Purpose Total Size Used

boot /dev/xvdb1 ext4 /boot 477MB 148MB

/dev/xvdb3 ext4 / 25GB 13GB

/dev/xvdb2 swap /dev/shm 3.6GB以上
(メモリサイズによる)

bits /dev/xvde1 ext4 /u01 DB_BITS Oracleのソフトウェアバイナリ 60GB 8.5GB

data /dev/mapper
/dataVolGroup-lvol0

ext4 /u02 DB_DATA データファイル 指定値* 5.0GB

fra /dev/mapper
/fraVolGroup-lvol0

ext4 /u03 RECO_DATA FRA領域、
バックアップファイル置き場

指定値* x 1.7
or 15GB**

3.3GB

redo /dev/mapper
/redoVolGroup-lvol0

ext4 /u04 REDO_LOGS オンラインREDOログ・ファイル 26GB 3.1GB

150GB +
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Oracle Real Application Clusters
高可用性と拡張性を実現する Oracle Database 標準クラスタ技術

DB0 DB1

高可用性

X
迅速な
プロビジョニング

ローリング
パッチ適用

オンプレミス
同様の管理

DB0 DB1

拡張性

エンタープライズ・パブリック・クラウドで初めて Oracle RAC を提供
Oracle Cloud は Oracle RAC をサポートする唯一のクラウドサービス(※)

RAC構成を
選択するだけで

実現可能

※本日時点
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[ご参考]

オンプレミスに比べ 1/106 の時間で RAC 構築

212 時間

168 時間

44 時間 1 時間

1 時間

設計

構築

2 時間

オンプレミス Oracle Database
Cloud Service
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自動的に作られた RAC Database の設定
「そのままで使えるレベル」にあらかじめコンフィグレーションされている

ORAchk でスコアを確認
• データベースのヘルス・チェックを行うツール

• OS・データベース・クラスタウェアの設定値や適
用されているパッチ等を確認する

• スコアリングと具体的な改善点をレポート

DBCS で自動的に作成された環境は、
そのままで高得点を獲得

93 / 100点 (as of 2016/1/13)

実施手順及び詳細解説

http://qiita.com/tkssbt/items/86f8c53c78a99752a9a4
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Database Cloud Service 6つのご採用ポイント

すぐ使える構成を簡単にデプロイ

Databaseの運用監視機能を標準搭載

高可用性構成を容易に構成

Databaseのセキュリティ機能を全て実装

クローンによるオンプレミスやクラウドとの容易な移行

影響を最小限に留める柔軟なパッチ適用の仕組み

1

2

3

4

5

6
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Oracle Databaseを監視できるツールを提供

監視ツールの選択肢

• My Services DashBoard

– ログイン後に表示され、使用可能なサービス一覧を表示

– 各サービスの稼働状況や使用量（OCPU、Storage GB等）を出力

• DBaaS Monitor

– DBCSのAutomatedサービスのインスタンスに標準で構成される、
データベースのモニタリング・コンソール

• EM Express (Enterprise Manager Express)

– Oracle Database 12cに搭載されている簡易DB管理ツール

– オンプレミスの機能と同等

• Enterprise Manager

– データベースの監視・管理機能を網羅

– オンプレミスの機能と同等

Oracle Cloud

VM

DB

DBaaS
Monitor

Agent

Enterprise
Manager

EM
Express

VM

My Services Dashboard

Java

Only Cloud

68



Copyright © 2017, Oracle and/or its affiliates. All rights reserved.  |

クラウド専用モニタリングツールも利用可能

Mobile Ready!
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ご参考 : DBaaS Monitor の監視項目
監視項目 内容

OS Memory メモリ使用率の表示

CPU CPU使用率の表示。指定インターバル間隔のリフレッシュが可能

Storage 各ボリューム毎の領域使用状況の表示

Processes 現在稼働中のプロセス一覧の表示。絞込や検索が可能

Database Manage データベースの状態の表示
起動・停止、PDB作成・削除、Plug・UnPlug、クローン等のPDB操作

Listener リスナーの状態の表示、起動・停止

Storage 表領域ごとの領域使用状況の表示

Backups バックアップの実行結果やステータス一覧の表示。絞込や検索が可能

Alerts アラート・ログ一覧の表示。絞込や検索が可能

Sessions 現在有効なセッション一覧の表示。絞込や検索が可能

Waits 直近最大90分間の待機イベントの表示

Movements SQL Developerを利用したPluggable Databaseのアップロード履歴の表示

Parameters 初期化パラメータの閲覧と変更。絞込や検索が可能

Real Time SQL Monitor リアルタイムSQL監視
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Enterprise Manager Express
より高度なDB管理機能がデフォルトで使える

12.1/12.2のインスタンスを作成すると自動的に管理コンソールが起動している
中間層やミドルウェア・コンポーネントを持たず、DBサーバーのオーバーヘッドはほとんどない

https://<IPアドレス>:5500/em
• ユーザー : system
• パスワード : <インストール時に設定>

パフォーマンス機能

• リアルタイム・パフォーマンス監視とチューニング

• 履歴パフォーマンスとチューニング

• SQL監視(リアルタイムと履歴)

• データベース操作の監視

• リアルタイムADDMを含むADDM

• アクティブ・セッション履歴(ASH)分析

• 自動および手動SQLチューニング・アドバイザ
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ハイブリッド・クラウド管理
Enterprise Manager：単一コンソールからオンプレミス/クラウドを管理

Hybrid Cloud の管理Oracle Cloud への移行

プライベートとパブリック、データベース・
ミドルウェア・PaaS環境を一元管理

容易な操作でワークロードを
Oracle Cloud へ移行

容易な移行 包括的な管理

Oracle Cloud のモニタリング

Oracle Cloud をオンプレミスと
同じようにモニタリング

包括的な監視
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ハイブリッド・クラウド管理
Enterprise Manager：単一コンソールからオンプレミス/クラウドを管理

クラウド

オンプレミス
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Database Cloud Service 6つのご採用ポイント

すぐ使える構成を簡単にデプロイ

Databaseの運用監視機能を標準搭載

高可用性構成を容易に構成

Databaseのセキュリティ機能を全て実装

クローンによるオンプレミスやクラウドとの容易な移行

影響を最小限に留める柔軟なパッチ適用の仕組み

1

2

3

4

5

6
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[再掲] Oracle Real Application Clusters
高可用性と拡張性を実現する Oracle Database 標準クラスタ技術

DB0 DB1

高可用性

X
迅速な
プロビジョニング

ローリング
パッチ適用

オンプレミス
同様の管理

DB0 DB1

拡張性

エンタープライズ・パブリック・クラウドで初めて Oracle RAC を提供
Oracle Cloud は Oracle RAC をサポートする唯一のクラウドサービス(※)

RAC構成を
選択するだけで

実現可能

※本日時点
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Oracle Active Data Guard in Database Cloud
リアルタイム災害対策とスタンバイ・リソースの有効活用

Primary
オンプレミスDB

Standby
クラウドDB

クラウド内で
検証/テストに活用

リアルタイム・レポーティング

Primary
クラウドDB

バックアップ取得

OnP->Cloud

Cloud->Cloud
(同DC or 別DC)

※海外リージョンのみ
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インスタンス作成時に、バックアップ使用可否とバックアップ先を選択することができる
Oracle Database のベストプラクティスに沿ったバックアップの自動取得が構成される

バックアップ方式 in Database Cloud

Object Storage
(Oracle Storage Cloud)

コンテナ

Block Storage

Database Cloud Service インスタンス(VM)

DB

DB
設定

OS
設定

RMAN FRA
領域

perlスクリプト

crond 毎日1回起動(初期設定はランダム)

tar
一世代のフルバックアップ
+ 7日分の差分バックアップ

イメージコピー
バックアップセットのコピー

1週間で削除

SBT

30日で削除

• データベースの関連ファイルは、RMAN によりフルバックアップ + 日次増分バックアップが取得される

• VM内の Fast Recovery Area に1週間分のバックアップが保管され、別に30日間 Storage Cloud に保管される
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バックアップの管理

Automatedサービスでは、バックアップ/リストア関連のユーティリティが、初期状態から用意される

– バックアップ・スクリプト および 設定ファイル
• /home/oracle/bkup/obkup バックアップを実行するperlスクリプトファイル

• /home/oracle/bkup/dbcfg.spec バックアップ対象のDB設定ファイルを指定するリスト

• /home/oracle/bkup/oscfg.spec バックアップ対象のOS設定ファイルを指定するリスト

• /home/oracle/bkup/oss.cfg ストレージクラウドへのアクセス情報が保持される設定ファイル

• /home/oracle/bkup/log バックアップの実行ログ格納ディレクトリ

– バックアップ設定や、手動起動を行うためのユーティリティ
• /var/opt/oracle/bkup_api/bkup_api 保存期間/実行サイクルの変更、手動実行、長期保管バックアップの実施、ステータス確認

バックアップの削除 などを実施

• /etc/crontab 定期バックアップの有無、実行時間を設定

– リストアのためのユーティリティ
• dbaascli orec DBCSインスタンスのリストアのためのコマンドラインユーティリティ

• dbaascli mrec orecでリストア出来ない場合にメディアリカバリ(VMの再構成)を実施するユーティリティ

• これらのユーティリティの詳細については、以下をご覧ください
Oracle Database Cloud Service (Database as a Service) - Using Oracle Database Cloud Service (Database as a Service)

Database Cloud バックアップ関連ユーティリティ
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ご参考 : コマンドライン・ツールを使用したバックアップ・リカバリ

Oracle Database Cloud Service に
は、
バックアップとリカバリをCUIで実行するための
ユーティリティが用意される
✓ backup_api - オンデマンドのバックアップ取得

✓ dbaascli orec  - リカバリ 実施

✓ dbaascli mrec – メディアリカバリ実施

インスタンス作成時に指定された、
バックアップ設定についても、CUIで変更可能
(詳細はマニュアルをご参照ください)

例 :
✓バックアップの保持期間の延長

✓バックアップなしからブロック・ストレージの取得へ変更

bash-4.1# id
uid=0(root) gid=0(root) groups=0(root),1(bin),2(daemo
bash-4.1# /var/opt/oracle/bkup_api/bkup_api bkup_starｔ

########### DBAAS BACKUP API ######################
* Action:  bkup_start
* log:  /var/opt/oracle/bkup_api/bkup_api.log
** process started with PID: 1170
** see log file for monitor progress
-------------------------------------

Backing Up and Restoring a Database as a ServiceInstance
http://docs.oracle.com/cloud/latest/dbcs_dbaas/CSDBI/GUID-0864AA36-8FE4-4D62-9F18-A0550D4BC89B.htm#CSDBI3342

bash-4.1# dbaascli orec --args -latest
DBAAS CLI version 1.0.0
Executing command orec --args -latest
--args : -latest
Dataguard is not enabled

OREC version: 14.1.14-20141124

OREC:: RUNNING IN NON DATAGUARD ENVIRONMENT
Starting OREC
Logfile is /var/opt/oracle/log/orec/orec_2015-11-
30_08:12:21.log
Config file is /var/opt/oracle/orec/orec.cfg
….
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バックアップの管理

• 以下の項目についてはバックアップ設定を変更可能
- 手順の詳細はリンク先マニュアルの記述をご覧ください

バックアップ設定のマニュアル変更

変更できる項目 非RAC環境での方法 RAC環境での方法

バックアップ対象のシステム・ファイル /home/oracle/bkup/oscfg.spec ファイルを編集
/opt/oracle/dcs/rdbaas/config/oscf
g.spec ファイルを編集

バックアップ対象のデータベース構成ファイル /home/oracle/bkup/dbcfg.spec ファイルを編集
/opt/oracle/dcs/rdbaas/config/dbcf
g.spec ファイルを編集

バックアップ対象のGrid Infrastructure構成ファイル (なし)
/opt/oracle/dcs/rdbaas/config/gicf
g.spec ファイルを編集

ストレージ・クラウドへの2次バックアップの保存期間
(デフォルト:30日)

bkup_api bkup_chgcfg コマンド raccli update backupconfig コマンド

ローカル・ストレージ(FRA領域)への1次バックアップ
の保管期間(デフォルト:7日)

bkup_api bkup_chgcfg コマンド raccli update backupconfig コマンド

定期バックアップを取得する時刻 /etc/crontab ファイルを編集 raccli update backupconfig コマンド

その他のデータベースのバックアップ方法 RMAN の CONFIGURE コマンド RMAN の CONFIGURE コマンド
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Database Cloud Service 6つのご採用ポイント

すぐ使える構成を簡単にデプロイ

Databaseの運用監視機能を標準搭載

高可用性構成を容易に構成

Databaseのセキュリティ機能を全て実装

クローンによるオンプレミスやクラウドとの容易な移行

影響を最小限に留める柔軟なパッチ適用の仕組み

1

2

3

4

5

6
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• オラクル
– セキュリティ機能を提供

– Oracle Database Cloud では
デフォルトでデータが暗号化（全エディション）

– 通信時/格納時ともに保護

• お客様
– クラウドのセキュリティをコントロール

– キー管理：Oracle Key Vault

– 監査証跡：Oracle Audit Vault

– アクセス制御：Oracle Database Vault

* オンプレミスの管理サーバからクラウドも管理

Oracle Cloud Platform におけるセキュリティ

On-Premises Oracle Cloud

暗号化 by Oracle

コントロール by Customer

82



Copyright © 2017, Oracle and/or its affiliates. All rights reserved.  |

Oracle Database Cloud Service で採用する暗号化機能

• アプリケーションからは透過的にデータの暗号化/復号。既存のアプリケーション（SQL）を改修する必要なし

• 列暗号、表領域暗号の2種類の暗号化方式（クラウドではデフォルトで表領域暗号化を採用）

• 強力な暗号アルゴリズムを利用した暗号化を実施
（NISTの標準共通鍵暗号方式 AES(128/192/256bit) に対応）

• Oracle Wallet や Hardware Security Module を利用した暗号鍵管理メカニズム

Transparent Data Encryption (TDE)

ディスク

バックアップ

ダンプファイル

外部委託先アプリケーション
SELECT name,cardnumber FROM credit;

ヤマダタロウ
1234567812345678

ヤマダタロウ
aG5#g&3f_g0R1Blg

(例)信用情報
の暗号化
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Database Cloud Service 6つのご採用ポイント

すぐ使える構成を簡単にデプロイ

Databaseの運用監視機能を標準搭載

高可用性構成を容易に構成

Databaseのセキュリティ機能を全て実装

クローンによるオンプレミスやクラウドとの容易な移行

影響を最小限に留める柔軟なパッチ適用の仕組み

1

2

3

4

5

6
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クラウド上で開発用データベースの容易な作成

• Instantiate From Backup

– Database Backup Service のバックアップをベースに DBCS インスタンスを作成

• Cloning

– 稼働している DBCS インスタンスのクローンを作成。さらに新規の DBCS インスタンスを作成可能

Copy on Write

本番 本番
(マスク済み)

クラウドへ
バックアップ

Instantiate
From Backup

V1

V2

V3

開発用
データベース

Cloning
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ご参考：データベース・クラウドを支える新たな基盤
Oracle マルチテナント・アーキテクチャ

アプリケーション毎に自己完結型の
Pluggable Database
(PDB)
 アプリケーション改修不要
 データ分散性・セキュリティの確保
 クローニングで迅速な導入
プラガブルで移動性の向上

PDB間でCPUとメモリ資源の共有
サーバー当たりより多くの

アプリケーション(DB) をサポート
より効率的なリソースの使用が可能

Container Database単位での
運用・操作の一括実施
複数DBを1つのDBとして管理可能

(アップグレード、パッチ適用、バックアップ等)
 必要に応じた粒度の細かい操作が可能

✓ ITコストの削減
✓ 俊敏性の向上
✓ 導入の容易性

分離・独立性

統
合

密
度

高い分離性と
高い統合密度

の両立

高

高

低

マルチテナント・アーキテクチャのポジション

スキーマ統合

DB集約

仮想マシン統合

マルチテナント
データベース

高い分離性と
高い統合密度

の両立
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Database Cloud Service 6つのご採用ポイント

すぐ使える構成を簡単にデプロイ

Databaseの運用監視機能を標準搭載

高可用性構成を容易に構成

Databaseのセキュリティ機能を全て実装

クローンによるオンプレミスやクラウドとの容易な移行

影響を最小限に留める柔軟なパッチ適用の仕組み

1

2

3

4

5

6
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パッチ適用 in Database Cloud Service

Oracle Database Cloud のバージョンは、2つの考え方に基づいて管理されています。

17.1.4 17.1.6 17.2.2 17.2.4 17.2.6 17.3.2 17.3.3 17.3.4 17.3.6

2017/92017/82017/72017/62017/42017/3

A. Oracle Cloud 全体のソフトウェア・バージョン → 共用のため一斉にアップデートされます

B. Oracle Database ソフトウェア・バージョン → インスタンス作成時に最新のパッチレベルで作成されます

ゴールド・イメージ

DBCSインスタンス

12.1.0.2.3

11.2.0.4.0 11.2.0.4.5 11.2.0.4.6

12.1.0.2.0 12.1.0.2.2 12.1.0.2.3

インスタンス作成時には最新PSU適用済の
ゴールド・イメージがコピーされる

最新リリースのPSU
がリリースされると
ゴールドイメージが
更新される

その後は任意のタイミングで、新しいイメージ
へのアップデートが可能
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必要なパッチを、必要なタイミングで適用できる
サービスコンソール画面からのパッチ適用

適用したいパッチをメニューか
ら選択

事前確認（Precheck）がバック
グラウンドで開始され、ステータスが
画面に表示される

適用の前に事前確認
（Precheck）が可能
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[再掲] Database Cloud Service 6つのご採用ポイント
潜在的な管理コストを含めたTCO削減

容易な可用性対策
Backup/HA/DR

ワンクリックで
パッチ適用

データ/通信
デフォルト暗号化

数クリックで
プロビジョニング

インフラ管理は
不要

No

IaaS の実現範囲

クラウド専用
モニタリングツール

容易なテスト・開発
スナップショット
クローニング

1.デプロイ

6.パッチ4.セキュリティ

2.運用監視 3.高可用性

5.クローン

さらに Oracle PaaS で実現できる範囲
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Oracle Database Cloud Service
ご活用例
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• 開発・テスト環境/本番環境 • Oracle Database 12c 検証

• オンプレミスのバックアップ • PaaS/IaaS/SaaS 連携

Oracle Database Cloud Service: 活用例

11g

12c
✓ DBインメモリ等の

最新技術適用
✓ Real Application Testing を

利用したVersion Up影響テスト

✓ Data Guard によるリアルタイ
ム・データ保護

✓ クラウドDBを利用したリアルタ
イム・レポーティング

✓ インフラ投資・管理が不要
✓ 迅速なプロビジョニング
✓ 利用した分だけのコスト

12c

✓ IaaS/Java：アプリ基盤
✓ BI：データ活用
✓ SaaS 強化での活用
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事例：損保会社様代車管理システムでのご採用

 課題
➢ 特約修理工場の稼働率の上昇

✓ 修理工場案内にすぐにできない

✓ 工場の空き、代車状況の確認に電話かFAXを使用

✓ 手配に非常に時間がかかる

✓ 待ち時間内に、お客様が別工場で手配する状況

 ソリューション
✓ オペレーターが見るweb appのシステムを構築

✓ 工場の空き情報、代車情報をリアルタイムに更新

✓ オペレーターの参照するシステムに反映し、

配車状況を即座に確認し、顧客への案内が可能に

✓ 地図情報サービスを組み込み、顧客に最寄りの工場案内が可能に

 ポイント
➢ 早期システム構築、サービスインのためにクラウドを活用

➢ 工場と配車の情報のみが管理されており、個人情報は含まれないため、クラウド展開を実施

早期のサービスインをクラウド上で実現

Database Cloud

地図情報

担当社：PC・モバイル

Oracle Cloud Platform

工場担当者：モバイル

代車管理/工場案内システム

Java Cloud

データベース
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• システム開発での活用
–インフラ投資・管理が不要

–迅速なプロビジョニング
• データベース＆アプリケーション・サーバーがすぐ

に利用可能

–利用した分だけのコスト
• ライセンス/保守も含めて従量制で利用可能

• データベース機能検証での活用
–Database Cloud Service では、オプ

ション機能を含めて従量制で利用可能

–Oracle Database ライセンスを
IaaS + BYOLで利用するより安価

–活用例：国内通信業
• 業務効率改善のため短期間＆安価に高度分

析検証環境が必要 → クラウドで分析機能を
利用

開発・テスト環境：IaaS + BYOLに比べたPaaSのメリット

12c
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• ポイント
–システム開発環境の構築時間の短縮

及びコスト削減を目的にクラウド(PaaS)
を活用

• 利用サービス
– Java Cloud Service

–Developer Cloud Service

–Database Cloud Service

事例 : 開発迅速化 - アプリケーション開発基盤に活用
東京ガスグループ 東京ガスiネット様

https://www.oracle.com/jp/corporate/pressrelease/jp20150630-2.html
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• ポイント
–迅速かつ効率的な開発・検証を目的に

クラウド活用

–オンプレミスで利用しているExadata の
検証環境としての活用

• 利用サービス
–Database Cloud Service

– Exadata Cloud Service

– IaaS (Compute Cloud Service)

事例 : 開発・検証、災害対策、機械学習まで幅広い用途で活用
テンプホールディングス様

https://www.oracle.com/jp/corporate/pressrelease/jp20160530a.html
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• ポイント
–次期統合IT基盤として Exadata を

オンプレミスで採用

–複数システムの移行にともなう
開発・検証環境として
Oracle Cloud Platform を活用

• 利用サービス
–Database Cloud Service

– Java Cloud Service

– IaaS (Compute Cloud Service)

事例 : 開発迅速化 - システム統合プロジェクトで活用
リコー様

https://www.oracle.com/jp/corporate/pressrelease/jp20160629.html
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データベース・アップグレード検証

• Oracle Cloud 上で最新の
データベース・バージョンを迅速に準備

• Real Application Testing(RAT)
を使い、オンプレミスでのワークロードを
キャプチャし、クラウド上で忠実に再現

–クラウド上でアプリケーションの準備は不要

–バージョンアップ、パッチ適用、パラメータ変
更、新機能導入の際に、その効果・影響を
事前に調査可能 オンプレミスDB

処理をキャプチャ

クラウドDB
処理を再現

ex: Oracle Database 11g

ex: Oracle Database 12c

11g

12c

Database Cloud
なら RAT も

従量制に含まれます
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Database Cloud Service + Real Application Testing (RAT)
大幅なテスト工数とコストの削減

RAT によるテスト効率化例

– 金融機関 A社

• 200人月 -> 5人月 (数十万SQL)

– サービス業B社

• 50人月 -> 2人月 (数万SQL)

– 阪急交通社 様

• 2人×1.5カ月 (5,000SQL)

– 住友重機械工業 様

• 従来の手法で実施した場合（コスト
見積2.5億円）に比べ、3～5割削減

テスト環境構築(DB)

テスト環境構築
(AP、周辺DB等)

テスト計画
(単体テストを行うSQLの抽出)
(負荷テストシナリオの検討・作成)

通常

テストの実施
(SQL単体テスト)
(負荷テスト)

テスト結果レポート
作成・分析

DBCS
&

RAT

テスト工数の
大幅な削減

テスト工数削減のイメージ
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事例：Database Upgradeコストの削減
外為どっとコム様 - FX取引システム

 課題・ニーズ

• データベースのアップグレードを実施

• 影響度テスト負荷・コストを削減したい

• 短期間でアップグレードを実施したい

 ソリューション

• クラウド＋テスト・ツールにて影響テスト

✓ Oracle Database Cloud Service
を用い、コストを抑えてテスト環境を準備

✓ テスト・ソリューション (RAT) を用い
効率的に短期間でDBテストを実施

 ベネフィット
• 通常のアップグレードと比較し

約7割のコスト削減を実現

AP

本番環境

変更後の環境に対してSQL
単体テスト実行(SPA試行)

Oracle Database Oracle Database (New Version)

STS

SPA

STS

STSをCloud環境
にインポート

Oracle Database Cloud 環境

レポート生成
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• ポイント
– PaaS として提供されるため、他社の

IaaS に比べ大幅に環境準備を迅速化

–オンプレミスの現行環境でキャプチャしたト
ランザクションを、クラウド上でリプレイし、
容易で高品質なテストを実現

• 利用サービス
–Database Cloud Service

–Real Application Testing

事例 : データベース・アップグレード検証に活用
住友重機械工業グループ ライトウェル様

https://www.oracle.com/jp/corporate/pressrelease/jp20160308.html
http://www.atmarkit.co.jp/ait/articles/1607/13/news013.html
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Oracle Cloud Platform を活用したオンプレミスDBの保護

バックアップをクラウドへ

• 手軽にクラウド活用

• テープ保管の代わりに

DR環境の構築：
バックアップからリカバリ

• 万が一の際に、クラウドDB
で復旧

• クラウドDBは稼働時のみ
課金

DR環境の構築：
リアルタイム保護

• 常にデータを同期し、リアル
タイム保護

• Data Guard / 
GoldenGate による同期

Oracle Database
Backup Service

オンプレスDB
Oracle Database
Backup Service

Oracle Database
Cloud Service

オンプレスDB

Oracle Database
Cloud Service

必要時にリカバリ

常に同期

※Appendix
に詳細あり
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バックアップ：必要な時だけ利用

Backup Service

要件に合わせ、
作業時のみクラウド

DBを起動

Database Service

バックアップ
クラウド上に

DBをバックアップ

Oracle Cloud

リストア・リカバリ
オンプレミス環境にDBを復旧（オ
ンプレミスのDBサーバーが復旧可

能時）

リストア・リカバリ

更新データを
クラウド側へ適用終了後、
クラウドDBをシャットダウン

• オンプレミスDBをクラウドへ
バックアップして保護
– Database Backup Service を利用

–オンプレミスと同じ方法で
運用可能 (RMAN)

• 必要な時だけ利用
– Database Backup Service から

Database Cloud Service へ
リストアし、クラウド上で
データベースを利用

103



Copyright © 2017, Oracle and/or its affiliates. All rights reserved.  |

Oracle Database Cloud Service: 新たな活用例

REST Data Service
IoT デバイスからのデータ連携

Application 
Express
データ活用

Machine Learning
機械学習エンジンを活用

RAC + Java Cloud
ミッションクリティカル・レ
ベルをクラウドで実現

Oracle Database Cloud Service
が持つ機能をそのまま活用
新たな利活用が進んでいる
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• 会社概要

– 萩原電気株式会社

– デバイスからシステムまでお客さまに対してベストプ
ラクティスを提供する「ワンストップソリューション・
グローバルサプライヤー」を目指し、デバイス事業・
ソリューション事業・開発生産事業を展開

• 採用ポイント
– 標準装備するREST API機能を活用し、短期間でのソ

リューション構築が実現できること

– マルチテナント・アーキテクチャにより、多数のお客様データをセ
キュアに分離しつつ、低コストでサービス提供可能

– 従来の Oracle Database のナレッジやツール群がそのまま
クラウドでも利用可能であること

Customer’s Comment

“『Hagiwara IoT One Solution』に必要な伸縮性・拡張性を
確保する上で、クラウド型DBの導入を検討していました。
『Oracle Database Cloud Service』は、オンプレミスの
「Oracle Database」と同等の機能を提供するだけでなく、初期
導入コストを低く抑えることが可能です。また、グローバルで標準の
開発環境が整備されていることも、迅速にデータベース環境を構
築できる利点です。”

事例：萩原電気様
工場の生産のカイゼンを助けるIoTソリューションに Database Cloud を採用

https://www.oracle.com/jp/corporate/pressrelease/jp20160426-3.html
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Oracle Application Express (APEX)
活用例：Database Cloud Service / APEX で実現するデータの収集、分析、共有

Oracle Database 
Cloud Service

Oracle Application Express

WEBアプリケーションから
日々のデータ入力や一括ロード

データの共有

データ収集 データ分析 データ共有

データ収集基盤としての
APEXアプリケーション

データ分析基盤としての
APEXアプリケーション

データ追加/更新/削除 データ参照

LOB課長部長
/企画担当
(一般ユーザー)

経営層/他部門

LOB社員
(一般ユーザー)

情報システム部/
LOBシステム担当
(管理者)

手持ちのスプレッドシートを
簡単にデータベース・テーブル化

データ収集基盤としての
APEX機能（データ・ワークショップ）

自由にカスタマイズできるレポートで
データの閲覧と分析
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Oracle Application Express (APEX)
モバイルにも対応：レポーティング、入力フォーム、カレンダー等

Oracle APEX デモサイト
https://bitly.com/1YbimPa
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• ポイント
– オンプレミスと同一の「Oracle Database」を、迅速か

つ安価な月額費用で利用できる点や、必要に応じてオ
ンプレミスとクラウドの間を容易に移行できる点

– Application Express は、コーディングなしでWebア
プリケーション開発できることから、新サービスを社内で
迅速に開発したいという要件に合致。Database 
Cloud Serviceに無償バンドルされていることから、コ
スト面のメリットも評価

• 利用サービス

– Database Cloud Service

– Application Express

事例 : インターネット求人広告データ分析のための迅速なアプリ開発を実現
アイデム様 - 求人メディアの企画・発行・運営

https://www.oracle.com/jp/corporate/pressrelease/jp20160407.html
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Oracle Database Cloud が持つ機械学習エンジンを活用

Oracle Database Cloud Service
+ Oracle Advanced Analytics
(Oracle Data Mining)

Oracle Application Express

Oracle REST Data Services

Data Miner GUI
Oracle SQL Developer

https://

Mobiles

https://codezine.jp/article/detail/9331

109

https://codezine.jp/article/detail/9331


Copyright © 2017, Oracle and/or its affiliates. All rights reserved.  |

Oracle Cloud 最新情報のありか

最後のパートです
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Oracle Database Cloud 最新情報サイト

http://qiita.com/organizations/oracle

http://www.slideshare.net/oracle4engineer/

Oracle Database Cloud Serviceサービス情報
• https://cloud.oracle.com/ja_JP/database
（サービス詳細、価格、トライアル申込）

Oracle Cloud 日本語版ブログ
• https://community.oracle.com/groups/oracle-

cloud-japan-blog

www.facebook.com/OracleCloudComputing

@OracleCloud #OracleCloud

最新ニュース
はここで!!
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http://www.slideshare.net/oracle4engineer/

オラクルエンジニア通信 @Slideshare

Oracle Cloud Service PaaS スタートアップ・ガイド

Oracle Cloud Platform デザインパターン

Oracle Database Cloud 
Service を初めて使用する方にむけ
たスタートアップガイド
一通りの操作について、画面ショット
付きでステップ・バイ・ステップで解説し
ています

Oracle Cloud (PaaS/IaaS) の
アーキテクチャを検討する際の設計カ
タログしてて、典型的な過大に対し設
計・構築・運用Tipsという形式でまと
めています

Oracle Database Cloud Data Guard機能につ
いて

Oracle Database Cloud を使ってみよう

Oracle Public Cloud Service を
初めて契約されたお客様のためのス
タートアップ・ガイド
サービス契約完了時点から、アクティ
ベート化処理を経て、最初のインスタ
ンスを作成するところまでを扱っていま
す

Oracle Database Cloud 
Service の高可用性機能である
Data Guard について、機能の詳細
を解説した資料です
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無料トライアル

トライアルのお申し込みサイト

Database Cloudトライアル申し込みご案内

トライアルのお申し込みサイト

 トライアルのお申し込みサイトはコチラ

- 上記サイトより、ご利用したいクラウドサービスを選択し、お申し込み頂けます。
- Oracle PaaSの各サービスは「プラットフォームとインフラ」項目をご参照ください。

https://cloud.oracle.com/ja_JP/tryit

Database Cloudトライアル申し込みご案内

お申し込みは数ステップでカンタン！30日間 $300 以内でお試し放題！！

- Database Cloud Serviceのトライアルを申し込むと、Database Backup ServiceやJava Cloud Serviceなどもトライアル可能です！
- 上記FAQサイトにてチュートリアルも提供しております：

- Oracle Database Cloud Serviceを使ってみよう
- Oracle Database Cloud Service 体験チュートリアル - トライアル環境を使用したAPEXアプリケーション作成

 DBCSの詳細なお申込み方法はFAQにてご案内しております。
https://faq.oracle.co.jp/app/answers/detail/a_id/2809
へアクセス
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• Oracle Database & Java Cloud • Oracle Real Application Clusters

無料トライアル

DB0 DB1

Oracle
Database

EE

2CPU
30GB RAM

Load 
Balancer 1CPU

7.5GB RAM

WebLogic 
EE

WebLogic
EE

4CPU
60GB RAM

例えば、以下のような構成が利用可能です

※詳細はこちらから
https://blogs.oracle.com/oracle4engineer/entry/
column_cloud_dbcs_trial
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ご清聴ありがとうございました

以上で 前半パート を終了します
後半は ライブ・デモ を実施します
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Appendix
- Oracle Cloud サービス・ライセンス概要
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Oracle Database Cloud Service 利用計画の検討

費用に影響するもの

Storage容量

費用への影響は小さいが考慮が必要なもの (主にIaaS)

IPアドレス数 NW通信量メモリ容量

×Edition & 
Options

OCPU数
（=仮想CPU

=物理コア数）

VMの数×
サービスタイプ

（VM /
DBaaS）

×
稼働時間
（月 or 時

間）
×
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インスタンス、管理レベルと実使用内容に対して課金契約したOracle Cloud Creditを期間中に
契約課金タイプ（定額か従量課金）で消費

サブスクリプション・タイプ 管理レベル

Metered -従量制

Non-metered -定額制 Automated

• 期間ベースの課金
• 月額、1年、2年、3年の期間を選択
• Edition、管理レベル固定

• 月額/時間単価での従量課金
• 契約ごとのRate Card(契約単価)

ベースでプリペイドクレジット消化
• Edition、管理レベル変更可

• 自動プロビジョニング
• 管理自動化機能/ツール使用可

Managed
• 自動プロビジョニング
• オラクルが全て管理

エディション インフラストラクチャ

EE Extreme Performance

EE High Performance

Enterprise Edition

Standard Edition

Engineered Systems

General Purpose(汎用)

• IAサーバ上で稼働
• 最大16  OCPU, 240GB RAM

(インスタンスあたり)
• 最大5TBのストレージ

• Oracle Exadata

• 11gR2 ,12c

• 単体(リリース：12.2, 12.1, 11.2)

• 大部分のオプション

• 全オプション

翌年度契約更新販売契約

契約期間（1年）

契約期間
（1年が基本）
プリペイド額

契約期間
（1年が基本）
プリペイド額

インスタンス稼働時間

予め設定されたEditionが
時間を気にせず使用可能

例)
常時使用する開発、テスト

PaaS

IaaS

PaaS

IaaS

課金スキームを自由に設定し
使用分だけ減額

例)
機能評価や単体テスト

Non-Metered

Metered

プリペイド
Credit残額

プリペイド
Credit追加額

Oracle Public Cloud Service – 契約・課金スキーム
必要なライセンス、必要なディスクサイズを自由に選択

Japan Region
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C

Bring Your 
Own License 

to PaaS
C

Universal
Credits

Oracle Tech Cloudの購入・利用を簡素化する

革新的な価格モデルの変更

ご紹介 : BYOL to PaaS および Universal Credits

Global Region
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BYOL to PaaS

• オラクルのお客様は、ご購入済み
のオンプレミスのライセンスを
「Oracle PaaS」で活用できま
す。

• ライセンス・モビリティ:「オンプレミ
ス」、「Oracle Public Cloud」、
および「Cloud at Customer」
でライセンスを有効活用できます。

• Oracle Cloud上でOracleを利
用するためのTCOを大幅に削減
できます。

Universal Credits

• クラウドサービスを購入・利用す
るための、最も柔軟なモデルを提
供します。

• シンプルな契約を1つ結ぶだけ
で、今後発表される新サービスも
含めて、OracleのPaaSおよび
IaaSのあらゆるサービスを利用
できます。

• お客様は利用するPaaSやIaaS
サービスを自由に切り替えること
ができ、購入手続きが簡素化し
ます。

[再掲] BYOL to PaaS および Universal Credits のご紹介

Global Region
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BYOL to PaaS | 概要

• PaaSにライセンスを持ち込み、管理を大幅に自動化することで、運用コストを
削減可能になります。
–従来IaaSに対してのみライセンス持ち込みが可能でしたが、今回PaaSに対応しました。

• BYOL to PaaSにより、IaaSと比べてもわずかな費用をプラスすることでオンプ
レミスライセンスをPaaSに移行可能です。
–例：Database EEをBYOLからDatabase Cloud Serviceへライセンス持ち込みした

場合のレートは$144 / OCPU / Month

• Oracle Database、Exadata、WebLogic、SOA、OBIEE、ODI、
GoldenGateなど、様々な製品で使用可能です。

注1：Cloud＠Customerでの利用は今後対応予定

注2：国内データセンターでの利用は未定

Global Region

※2017/10/10時点
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BYOL to PaaS | On-PからCloudへのライセンス・モビリティ

ソフトウェア・ライセンス

お客様のデータセンターを利用

お客様による管理

オンプレミス(On-P)

C

Cloud at Customer

Oracle Public Cloud

BYOL to PaaS

クラウド・サービスの利用

お客様のデータセンターを利用

Oracleによる管理

BYOL to PaaS

クラウド・サービスの利用

Oracle Cloudのデータセンターを利用

Oracleによる管理

C

Global Region
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Universal Credits | 概要

• Oracle Tech Cloudで利用可能な単一のクレジット・プール（購入単位）

• すべてのIaaS および PaaS サービス

• Oracle Public Cloud および Cloud＠Customer(*)

• 公開された新しいサービスはすぐに利用可能

• 全てのサービスは時間単位で課金

• レート・カードが、サービスごとの時間単位の請求額を決定

(*) Cloud＠Customerでの利用は今後対応予定

注：国内データセンターでの利用は未定

Global Region

※2017/10/10時点
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Oracle Database Backup Service
Oracle Database のクラウド・バックアップ PaaS
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Oracle Database Backup Service
シンプルで低コストのクラウドバックアップ

Database
Backup Service

1TB当たりの価格は $33 = 3,960円/月低コスト

必要な作業はライブラリ・インストールとRMAN設定のみ
世代管理等はRMANが自動的に実施

安心・簡単

エディション問わず、高度なバックアップの取得と保管
（暗号化、圧縮、三重化）が可能

エンター
プライズ対応
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• オンプレミスまたはクラウド上のデータベースを Oracle Cloud 上にバックアップ

• エディション問わず、高度なバックアップの取得と保管（暗号化、圧縮、三重化）が可能

• 1TB当たりの価格は $33 = 3,960円/月 * 2016年10月現在

WAN経由
クラウドへ
バックアップ

LAN経由
ローカルディスクへバッ

クアップ

Oracle Database Backup Service
シンプルで低コストのクラウドバックアップ

Oracle DB標準バックアップツール
（RMAN）

対応するバージョンとプラットフォーム

Oracle 
Database 
EE/SE

10.2, 11g, 12c (64 bits)
※SEを利用する場合にはパッチ適用が必
要

Platforms
(64 bits)

Linux, Solaris, SPARC, 
Windows, HP-UX, AIX, zLinux

テープを外部に
保管するよりも安い！

Oracle Database
Backup Service

Database
Cloud Service

127



Copyright © 2017, Oracle and/or its affiliates. All rights reserved.  |

Oracle Database Backup Service (ODBS)

• 内部では Oracle Storage Cloud Service
（オブジェクトストレージ）を使用

– 各バックアップピースは複数のオブジェクトに分割され、
コンテナに格納

– 格納データは3つのストレージ・ノードにミラーされている

• インターフェース

– Recovery Manager：
データベースのバックアップに関する操作

（設定/取得/削除など）

– My Account / My Service：
ストレージの使用量、データ転送量などのメトリックの確認

– REST API (Java/cURLなど)：
オブジェクト・ストレージの管理

Oracle Database バックアップ・データを格納するためのクラウドストレージサービス

R
E
S
T

A
P
I

コンテナ

My Account
My Service

管理 メトリックWebブラウザ

Java

オブジェクト

cURLなど

RMAN

Cloud
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Oracle Database Cloud Backup Module (ODCBM)

• ODBS へのバックアップを取得する際には Recovery Manager を利用

– ODCBM はテープ・メディアとして扱われる

• オプション/エディションにかかわらず、RMAN の暗号化 / 圧縮機能が利用可能

• ODB Sへのデータ転送について

– チャンク単位 (デフォルト:20MB) でバックアップを転送 (HTTPSで暗号化)

– 転送が失敗した場合は、自動的に再送される

ODBS へのデータ転送用 REST API を組み込んだ SBT(Tape) ライブラリ

データベースファイル/
高速リカバリ領域

RMAN

暗号化と圧縮

/abc/libopc12.so

Oracle Wallet チャンク単位で
ODBSへ転送

Oracle Database
Backup Service

WAN (HTTPS)

コンテナ

・・・

ODCBM

Client
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Oracle Database Backup Service: インターフェース

• Enterprise Manager 
13c

– 多数のデータベース・バックアッ
プを管理する際に最適

• Cloudberry Lab

– シンプルなUIでバックアップ＆
リカバリ操作が可能

• RMAN CLI

– コマンドライン操作

– スクリプトによる記述・実行

$ rman target /

RMAN> CONFIGURE CHANNEL DEVICE TYPE 

SBT PARMS='SBT_LIBRARY=

/opc/libopc.so’ , 

SBT_PARMS=(OPC_PFILE=/opc/opcSID.ora)

'; 

RMAN> CONFIGURE DEVICE TYPE SBT 

PARALLELISM 8;

RMAN> SET ENCRYPTION ON IDENTIFIED BY 

“mypwd” ONLY;

RMAN> BACKUP AS COMPRESSED BACKUPSET 

DATABASE PLUS ARCHIVELOG;

3rd Party Application 
Support
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Oracle Digitalは、オラクル製品の導入をご検討いただく際の総合窓口。
電話とインターネットによるダイレクトなコニュニケーションで、どんなお問い合わせにもすばやく対応します。

もちろん、無償。どんなことでも、ご相談ください。

http://www.oracle.com/jp/contact-us/index.html
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